
車間距離はスリップすることを想定して夏場の２倍以上とる。⛄

急ハンドル・急ブレーキ・急加速しない。❄

発進はクリープ現象を、停止はエンジンブレーキを利用して、急加速や⛄

急ブレーキによるタイヤの空転を避ける。

制限速度にかかわらず常に速度を落とし、ハンドル操作はゆっくり一定に。❄
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